
　

菅
義
偉
総
理
は
６
月
11
日
か
ら
３
日
間
、
英
国
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
先
進
７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
に
出
席
し
た
。
菅
総
理
は

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
、
わ
が
国
の
経
済
政
策
な
ど
を
説
明
し
、
多
く
の
分
野
で

議
論
を
主
導
。
「
普
遍
的
価
値
を
共
有
す
る
Ｇ
７
と
し
て
、
国
際
秩
序
を
リ

ー
ド
し
た
い
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
拡
大
以

後
、
初
め
て
対
面
で
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
。

議
長
の
英
国
ジ
ョ
ン
ソ
ン

首
相
が
掲
げ
た
「
よ
り
良

い
回
復
」
と
す
る
全
体
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
Ｇ
７
首

脳
間
で
率
直
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

菅
総
理
は
「
コ
ロ
ナ
後

の
経
済
で
は
グ
リ
ー
ン
と

デ
ジ
タ
ル
が
『
よ
り
良
い

回
復
』
を
実
現
す
る
上
で

の
鍵
」
と
し
て
、
昨
年
秋

の
総
理
就
任
以
来
、
大
胆

な
改
革
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
を
強
調
し
た
。

　

安
全
保
障
分
野
で
は
中

国
に
よ
る
東
シ
ナ
海
・
南

シ
ナ
海
に
お
け
る
一
方
的

な
現
状
変
更
の
試
み
や
、

香
港
情
勢
や
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
に
お
け
る
人
権

状
況
に
深
刻
な
懸
念
を
表

明
。
「
Ｇ
７
が
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
が
必

要
」
と
指
摘
し
、
首
脳
宣

言
で
は
台
湾
海
峡
に
つ
い

て
明
記
さ
れ
る
な
ど
の
成

　

憲
法
改
正
国
民
投
票
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
の

改
正
国
民
投
票
法
が
６
月

11
日
の
参
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
合
わ

せ
、
国
民
投
票
の
際
に
商

業
施
設
や
駅
な
ど
で
も
投

票
で
き
る
「
共
通
投
票

所
」
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
洋
上
投
票
を
航
海
実

習
中
の
学
生
ら
に
拡
大
す

る
こ
と
な
ど
７
項
目
を
新

設
す
る
も
の
。

　

平
成
30
年
６
月
、
わ
が

党
と
公
明
、
維
新
、
希
望

の
４
会
派
が
議
員
立
法
と

し
て
衆
院
に
提
出
し
た

が
、
一
部
の
野
党
会
派
が

国
民
投
票
運
動
中
の
Ｃ
Ｍ

規
制
な
ど
の
議
論
を
求

め
、
採
決
に
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
た
た
め
、
計
８
国

会
、
３
年
に
わ
た
っ
て
継

続
審
議
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
12
月
、

わ
が
党
と
立
憲
民
主
党
は

「
次
の
通
常
国
会
（
今
国

会
）
で
何
ら
か
の
結
論
を

得
る
」
こ
と
で
合
意
。
国

会
審
議
で
は
、
Ｃ
Ｍ
規
制

な
ど
に
つ
い
て
「
法
律
の

施
行
後
３
年
を
め
ど
に
検

討
を
加
え
、
必
要
な
法
制

上
の
措
置
を
講
ず
る
」
と

し
た
付
則
を
盛
り
込
む
な

ど
、
丁
寧
な
議
論
を
重
ね

た
。

　

他
方
、
現
行
憲
法
の
在

り
方
を
巡
っ
て
は
、
近

年
、
各
種
世
論
調
査
で
憲

法
議
論
を
す
べ
き
と
の
声

が
高
ま
っ
て
い
る
。
す
で

に
わ
が
党
は
自
衛
隊
の
明

記
や
緊
急
事
態
対
応
な
ど

４
項
目
の
「
条
文
イ
メ
ー

ジ
（
た
た
き
台
素
案
）」を

取
り
ま
と
め
て
お
り
、
こ

う
し
た
国
民
の
期
待
に
応

え
る
た
め
、
直
ち
に
Ｃ
Ｍ

規
制
な
ど
の
議
論
と
憲
法

本
体
の
議
論
を
並
行
で
行

い
た
い
考
え
だ
（
３
面
に

関
連
記
事
）
。

果
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
菅
総
理
は
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
」
に
つ
い
て
、
「
日

米
の
み
な
ら
ず
他
の
Ｇ
７

各
国
も
具
体
的
な
行
動
を

通
じ
て
地
域
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
を
心
か
ら
歓
迎

す
る
」
と
述
べ
、
法
の
支

配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を

維
持
す
る
重
要
性
を
改
め

て
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
に
つ
い
て
も
政

権
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
Ｇ
７
各

国
か
ら
の
理
解
と
協
力
を

得
た
。

６
月
20
日
㈰
投
票

　

来
月
に
迫
っ
た
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

菅
総
理
は
各
国
首
脳
に
対

し
て
、
安
全
・
安
心
な
東

京
大
会
開
催
に
向
け
た
準

備
状
況
を
説
明
。
Ｇ
７
と

し
て
そ
の
開
催
を
支
持
す

る
こ
と
で
一
致
し
た
。

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
と
並
行

し
て
各
国
首
脳
と
個
別
の

会
談
も
行
わ
れ
た
。
議
長

国
の
英
国
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首

相
と
会
談
し
た
菅
総
理

は
、
英
国
が
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

加
入
に
向
け
て
交
渉
開
始

を
決
定
し
た
こ
と
を
受

け
、
歓
迎
の
意
を
表
明
し

た
。

　

２
０
２
４
年
パ
リ
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
の

会
談
で
は
、
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
と
し

て
双
方
が
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
。
同
大
統
領

か
ら
は
「
東
京
大
会
の
開

催
を
支
持
す
る
と
と
も

に
、
開
会
式
へ
の
出
席
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

菅
総
理
は
初
め
て
参
加

し
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
振

り
返
り
、
記
者
団
に
対
し

て
「
非
常
に
家
族
的
だ
っ

た
。
チ
ー
ム
の
１
人
と
し

て
迎
え
て
も
ら
っ
た
。
み

ん
な
目
的
は
一
緒
だ
か
ら

力
ま
ず
言
い
た
い
こ
と
を

言
え
た
」
と
、
手
応
え
を

述
べ
、
今
後
も
価
値
観
を

共
有
す
る
首
脳
間
で
連
携

し
て
、
国
際
社
会
の
問
題

に
対
処
し
て
い
く
こ
と
に

意
欲
を
見
せ
た
。

先進７カ国首脳会議の開会に当たり記念撮影に
臨む菅義偉総理（後列左から２人目）

国会提出から３年を経て、改正国民投票法を
可決した参院本会議

日
英
首
脳
会
談
に
臨
む
菅
総
理
（
左
）

菅
総
理「国際秩序をリードしたい」

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
議
論
を
主
導

首
脳
宣
言
で「
台
湾
海
峡
」明
記

改
正
国
民
投
票
法
が
成
立

東
京
五
輪
・
パ
ラ
開
催
に
支
持

郵便番号 100－8910
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電話 東京 03（3581）6211（代表）

定価１部 110円（税込み）
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